


東日本大震災により被災された皆さまに

心よりお見舞い申し上げます

　この度の東日本大震災により、犠牲になられた方々のご冥福をお祈り申し上げますと共に、

被災された皆さま、並びに関係者の方々に対しまして、心よりのお見舞いを申し上げます。

　また、被災地の復旧と原発の修復に、命がけで努力されている方々に感謝し、一日も早い

復興をお祈りいたします。この未曾有の震災、国難と呼べる事態に、私たちも一丸となって

対処しなければなりません。

　武蔵野音楽学園においても義捐金募集の他、以下のような取り組みを行っております。

被災地学校への楽器寄贈
文部科学省の「東日本大震災子どもの学び支援ポータルサイト」を通じて、

被災地の中・高等学校に多数の楽器を寄贈。その楽器を使用して避難所の慰問演奏も行われています。

節電対策
15％削減が指示されていますが、本学では入間、江古田両キャンパスのコンサートホールの使用を制限して、

15％を超える電力の削減を目標としています。

被災学生への学費の減免措置
自宅が壊れたり流失した学生への授業料減免措置を行います。

学寮入寮費の免除
自宅が被災した学生に対して入寮費を免除します。

休学中の学費の免除
被災に伴い休学する学生の授業料を全額免除します。

入学式、演奏会等中止した行事
大学卒業式、卒業演奏会、3幼稚園入園式などを中止すると共に、

第17回インターナショナル・サマースクール・イン・トウキョウ、数回の外国人客員教授による

演奏会などを中止いたしました。

　本学ウィンドアンサンブル演奏会を「復興支援コンサート」として行い、東京で開催する

コンサートの収益金を日本赤十字社を通じて寄託。また、本学園の卒業生、学生が、各方面で

チャリティーコンサートや慰問の演奏活動を続けております。

学校法人 武蔵野音楽学園 理事長  福井直敬



2

　東北地方の太平洋沿岸部に壊滅

的な被害をもたらした「東日本大震

災」。誘発された原発事故の収束が見

えない状況のなか、被災地では復旧、

復興に向けた営みが着実に行われて

います。各方面から援助の手が差し

伸べられ、音楽の力で復興をサポー

トしようという動きも活発です。

　今号では、演奏活動で被災地に

エールを送る仙台フィルハーモニー

管弦楽団と自衛隊東北方面音楽隊に

所属する武蔵野の二人の先輩に、こ

れまでの活動や今回の震災にまつわ

るエピソード、そして武蔵野時代の

お話などを伺いました。

戸田 敦  Atsushi Toda

愛知県出身。高蔵寺高等学校卒業。1988年

武蔵野音楽大学入学、在学中に第8回日本

管打楽器コンクール入選。し92年同大学卒業

後、渡仏。パリ・エコール・ノルマル音楽院ディ

プロム・コンセルティスト、フランス国立ロマン

ヴィル音楽学校を卒業。その間にマリア・カ

ナルス国際コンクールで名誉賞、第1回ブカ

レスト国際青年音楽コンクールで審査員特

別賞を受賞。し95年帰国後、第7回日本フルー

ト・コンベンション・コンクール第2位及び

オーディエンス賞を受賞。

これまでに、フルートを村田四郎、佐久間由

美子、工藤重典、ブノワ・フロマンジェ、室

内楽を甲斐道雄、ミカエル・アンツ、パスカ

ル・ルコール、エマニュエル・ニュネスの各

氏に師事。現在、仙台フィルハーモニー管弦

楽団フルート奏者（し00年～）、武蔵野音楽大

学非常勤講師。

ステージを滑るピアノ

　そのとき仙台フィルハーモニー管

弦楽団（以下、仙台フィル）の楽団員

は、夜に開催されるコンサートのゲ

ネプロを直前にひかえ、仙台市青年

文化センターにいた。戸田さんはフ

ルートのメンバーと、ロビーで打ち

合わせをしていた。まるで船に乗っ

ているかのように、ユラユラと長い

時間揺れつづけたという。舞台上

ではストッパーの掛かったグランド

ピアノが動きだし、ステージマネー

ジャーが客席に滑り落ちないよう懸

命に支えた。

　「揺れが一段落した後、建物の外に

避難しました。雪がちらつくなか、

みんな呆然と立ち尽くし、楽器を手

にしたままのメンバーもいました。

ホールに居たのが幸いしたのか、人

的被害も楽器の被害もほとんどあり

ませんでした。高台にある自宅は建

物自体は損傷を免れたものの、窓枠

が外れ、家具の大半が倒れていまし

た。とくにレッスン室は足の踏み場

もない状態でした」

『音楽の力による

復興センター』の立ち上げ

　自らも被災者である仙台フィル。

本拠地である青年文化センターが当

分使い物にならず、6月までの定期演

奏会中止が決まった。しかし、この

非常時に我々に何かできることはな

いかと、事務所スタッフと楽団員が

話し合い、いち早く『音楽の力による

復興センター』事業の立ち上げを決

めた。被災地や避難所を直接訪れて

コンサートを開く、そのための資金

と出演アーティストを募る、という

活動を目的としている。

　「我々にできるのは演奏して被災者

を癒し、励まし、サポートすること

しかない、それが話し合った結論で

した。3月26日に仙台市内の見瑞寺

で『鎮魂、そして希望』と銘打ち、最

初の復興コンサートを開き、予想以

上のお客様を集めました。以後、弦

▲ 被害を受けた戸田さん宅のレッスン室

戸田 敦
仙台フィルハーモニー管弦楽団フルート奏者／武蔵野音楽大学非常勤講師

人が人らしくあるために
必要な音楽
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楽四重奏や木管五重奏など少人数の

編成で、被害を免れた市内施設での

37日間マラソンコンサートや、様々

な場所での街角コンサートなどを開

いています。今後は徐々に街なかか

ら、避難所での開催にシフトしてい

く予定です」

励まし、励まされ

　慰問演奏会では、亡くなった方々

への鎮魂をこめて『G線上のアリア』

を必ず演奏し、その他は明るい気持

ちになる曲、そして最後は『ふるさ

と』を合唱するのが流れになってい

る。被災者を元気づける趣旨で行う

被災地での演奏だが、「一緒に頑張ろ

う」と逆に励ましの言葉を掛けられ

ることも多い。津波の被害をもろに

受けた岩沼市の玉浦小学校での演奏

会では、震災前と変わらない笑顔で

子供たちが迎えてくれ、『となりのト

トロ』や『BELIEVE』を大声で一緒

に歌ってくれた。その元気な姿を見

て、戸田さんは「大丈夫、未来は明る

い」という思いを強くした。

　仙台フィル自体の窮状に、手を差

し伸べてくれる音楽仲間も次々と現

れた。4月18日にはオーケストラ・ア

ンサンブル金沢に招かれて石川県立

音楽堂で、また21日には東京のサン

トリーホールで在京音楽家有志との

合同コンサートを開催し、ともに大

盛況だった。他にも各地からコンサー

トの依頼がある。

　「3月の時点ではオーケストラの存

続すら危ぶまれる状況だったのに、

こんなに早く舞台に立てるのかと、

本当にありがたく思いました。金沢

ではお客さん全員が立ち上がって温

かい拍手を送ってくださり、楽団員

はみな涙、涙でした」

心の深いところに届く音楽

　震災直後は、生きていくこと、自分

のことで精一杯だった。戸田さんも

いつ開くか分からないスーパーの列

に並び、娘さんと一緒に空のペット

ボトルを抱えて給水所の列に並んだ。
▲ 仙台市内AERアトリウムでの

　 マラソンコンサート

▲ 岩沼市立玉浦小学校での慰問コンサート

林 辰樹（ピアノ）下田典子（ソプラノ）二井田ひとみ（トランペット）山田祥子（ピアノ）

後藤博亮（ヴァイオリン）伊藤茉那（ソプラノ）星野美香（ファゴット）

平成 23年4月26日　津田ホール

平成 22年度音楽学部新人演奏会b b b b b b b b b b b b b b b b
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「いつまでこの状況が続くのか…」と

心配したが、仙台市内は1 ヵ月でほぼ

元通りに復旧した。

　「私自身のことで言えば、震災直

後、常に頭の中を流れていた音楽が

ピタッと止まってしまいました。楽

器にも触れられない、音を出すこと

に抵抗がありました。本能的に『こ

んなことをしている場合じゃない』

と感じたのでしょうか。極論すれば、

生きるか死ぬかという状況では音楽

は無力かもしれません。でも時間が

たつ中で、演奏することで何かが溶

けていく、固まっていたものがほぐ

れていく、そう実感しました。それ

が音楽の力。人間が人間らしくある

ために、音楽は絶対必要です。音楽

から受ける感動、感激は一過性のも

のでなく、心の深いところまで届き、

明日へと続いていくものなのです」

フルート一色の学生時代

　中学の吹奏楽部で始めたフルート。

最初は独学だったが、徐々にのめり

込み、高校進学と同時に名古屋フィ

ルハーモニー交響楽団の村田四郎先

生に師事した。高校が普通校だった

ため、練習時間が思うように取れな

いのが何より辛かった。

　「その反動でしょうか、武蔵野時代

はまさにフルート一色。当時まだ20

代の前半だった佐久間由美子先生も

非常に熱心に指導してくださり、充

実の4年間でした。友達もみな温かく、

競争というようなギスギスした感じ

は全く無かったですね。練習棟で

も声を掛け合い、譜面を持ち寄って▲ 東北大学病院での慰問コンサート

▲ 仙台フィル第214回定期演奏会（2006年10月13・14日　仙台市青年文化センター）

福士紗希（ソプラノ）石川恵理（コントラバス） 大澤悠子（ピアノ）

川口詩子（ソプラノ）明神適子（マリンバ） 金子 淳（ピアノ）

平成 23年 5月18日　津田ホール

平成 22年度大学院修士課程新人演奏会b b b b b b b b b b b b 
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しょっちゅうアンサンブルをしまし

た。個人の能力を磨き、技術を高め

ることは必要ですが、本来、音楽は競

争じゃないし、とても良い経験だっ

たと思います」

　現在、戸田さんは非常勤講師とし

て母校で後輩を指導している。先輩

として在学生へは何より時間を大切

にして欲しいと言う。

　「4年間なんてあっという間です。

限られた時間のなかで、精一杯のこ

とをして欲しいですね。練習も闇雲

にするのではなく、いかに効率良く

できるか頭を使うこと。先生に直接

指導して貰う時間はほんの僅か、そ

れ以外の時間をどう自分で考え行動

するかが一番大事です」

まだまだ続く復興サポート

　被災地の全てが復興するまでには、

まだまだ長い道のりが待っている。

『音楽の力による復興センター』事業

も終わりは設定していない。かつて

公演をした三陸地方でオーケストラ

の演奏会が開けるようになるまで頑

張ろうと、楽団員同士で話し合ってい

る。仙台フィルとしても、青年文化セ

ンターが使えないあいだ、仙台市内の

常盤木学園高等学校のホールが借り

られることになった。復興定期コン

サートを無料で開催する運びだ。

　「私に与えられた演奏、仕事をでき

る限り良い結果が残せるようにこな

す。それが仙台フィルのため、ひい

ては自分のためになると思い、今後

も努力していくつもりです。正直言っ

て、すべきことが多くて思うように

練習時間が取れないのが現状。忙し

いなか、どう練習時間を捻出するか、

確保するかが課題ですね。指導の面

でも、武蔵野に育ててもらった恩返

しのために力を入れていきたいと

思っています」

（5月17日取材、文責編集部）

クレッシェンドのような

揺れ

　民里さんたち東北方面音楽隊は、

仙台市青葉区にある東京エレクトロ

ンホール宮城の舞台上で、翌日開か

れる第 47 回定期演奏会のリハーサ

ル中だった。マーラーの曲を演奏し

ていた。最初に揺れを感じたとき、

2007年に起こった中越沖地震を思い

出したという。

　「いきなりドカーンという揺れでは

なく、まるでクレッシェンドのよう

にどんどん揺れが強まっていきまし

た。舞台上にはライトの破片が雨の

ように降ってきて、そうこうするう

ちに、客席の天井の一部が崩落。す

ごい音とともに、いくつかの席を押

しつぶしたんです。一日ずれて、そ

こにお客様がいたらと思うとぞっと

しましたね。揺れがおさまってから

は、すぐにホールの外に出て市民の

避難誘導をしました。定禅寺通りに

は人が溢れ、みんなどうしたらいい

のか分からずに立ちすくんでいると

いう感じでした。その後2時間以上

かけて歩いて庁舎に戻り、テレビで

初めて津波や火災の映像を目にし、

その凄まじさに頭が真っ白になりま

した」

音楽は心の薬

　東北方面音楽隊の被災地への慰問

演奏は、3月26日から始まり、5月15

民里 元   Hajime Tamisato

1982年生まれ、神奈川県横浜市出身。小学

4年の頃マーチングを通じてトロンボーンを

始める。神奈川県立弥栄東高等学校（現弥栄

高等学校）3年の頃に武蔵野音楽大学附属音

楽教室の受験コースに入り、それがきっかけ

で武蔵野音楽大学に進学を決める。在学中、

成績優秀者演奏会に選抜される。トロンボー

ンを前田保、井上順平、亀谷彰一各氏に師事。

現在、陸上自衛隊東北方面音楽隊にて技術陸

曹としてトロンボーン奏者を務めている。

民里 元 2等陸曹

陸上自衛隊 東北方面音楽隊トロンボーン奏者

被災者に
やさしく寄り添う音楽を

▲ 宮古市立津軽石小学校での慰問演奏
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日現在、38回を数えている。

　「慰問先では、手をにぎり、目を見

て話すというように、皆さんとのふ

れあいを大切にしています。演奏に

関して心がけているのは、我々の音

楽を聴いて、まず今の辛さを忘れて

欲しい、そして今を忘れるだけでな

く、明日から頑張ろう、この困難を乗

り越えようという活力を与えられた

らということ。演奏する曲目は、ポッ

プス、演歌、童謡、クラシックなど、

聴いてくれる方が喜ぶのであれば何

でもやります。『上を向いて歩こう』

や『愛燦燦』は定番ですし、いま一番

受けるのは、いきものがかりの『あり

がとう』ですね。聴いてくださった

方々のほとんどが涙され、終了後に

は何度も頭を下げてお礼を言ってく

ださいます」

　中学校の武道場に避難しているあ

る中年男性がいた。ご自身は難を逃

れたものの、兄夫婦が行方不明。避

難所での厳しい暮らしと連日の捜索

で心身ともに疲れ切っているとき、

民里さんたちの演奏を聴いた。美空

ひばりのメドレーに、涙がとめどな

く流れた。

　「その方が私の手を取り、涙ながら

に言うんです。音楽を聴いて、震災

後、自分が感情を無くしていたこと

に気づいた。ずっと無感情だったの

が、やっと人としての感情を取り戻

せた、と。音楽が心を解放し、人間ら

しさを回復するきっかけになったん

だと思います。音楽こそ心の薬だと

実感しました。そういう意味で、人

の生活になくてはならないものなん

ですね」

国のために

自分の能力を活かす

　自衛隊には陸・海・空あわせて32の

音楽隊がある。音楽隊員になれば演

奏活動が主な任務となるが、自動車

整備、物品管理、体力錬成なども日々

行い、東北方面隊では定期的に体力

検定、射撃検定も受けなくてはなら

ない。武蔵野音楽大学と自衛隊の音

楽隊とは縁があり、音楽隊の顔とも

言える中央音楽隊、そして民里さん

の所属する東北方面音楽隊の歴代の

隊長には、武蔵野の出身者が何人も

名を連ねている。

　「私が音楽隊を希望したのは、自分

が習ってきたことや特技を活かして

人のため、国のために働けるのはここ

しかないと考えたからです。音楽の

力で国に貢献できる素晴らしい職業

だと思います。音楽隊はその基本的

な姿勢として、芸術を追究するという

より、聴いてくれる方あっての存在だ

という考えがまずあります。当然芸

術ではありますが、より大衆化した

存在とでも言うのでしょうか。東北

方面音楽隊の活動としては、東北6県

のエリア内で依頼を受けて訪問する

派遣演奏が年間を通して多くある他、

大きな舞台として定期演奏会、5月の

青少年コンサート、我々が企画する9

月の音楽フェスティバルがあります。

仙台七夕まつりのパレードにも毎年

▲ 岩沼ふれあいコンサート（2010年10月23日、岩沼市民会館）

▲ 岩沼市総合体育館前広場での慰問演奏。右は熱演中の民里さん。
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参加しています」

今に役立つ武蔵野での体験

　自衛隊生活でのさまざまな場面で、

武蔵野の4年間で身についたことが

活かされているという民里さん。学

友会副会長、学園祭実行委員長の経

験は、ご自身が中心になっている音

楽フェスティバルの企画運営や後輩

の指導に、学園の理念である3P主義

や恩師 井上順平先生から学んだ人と

人の絆の大切さと協調性は、規律正

しい集団行動に役立っている。

　「武蔵野の良さは、やっぱり『人』

ではないでしょうか。先生方はもち

ろんのこと、先輩、同級生、後輩──

私が武蔵野で出会った人

たちは、全員が音楽に対

して真剣であり、魅力的

かつ個性豊かです。自衛

隊の人間もそれなりに強

い個性を持っています

が、私の実感として、武

蔵野の方が良い意味でよ

り個性的な面々が揃って

いるような気がします」

　充実した学生生活を

送ったようにみえる民里

さんだが、ご本人は「今からでも、も

う一度大学に行きたい」と話す。

　「和声、音楽史などもっとやってお

けば良かった、授業をもっと真剣に

受ければ良かったと後悔しています。

自分が学びたくて大学に入ったのだ

から、何事にも積極的に臨むべきで

した。後輩たちにアドバイスすると

したら、まず自分の将来にビジョン

を持って欲しい。そして、そのため

に今なにをなすべきかを真剣に考え

て欲しい。そうしないと社会に出て

からきっと後悔します」

要請のある限り応えたい

　「自分自身の今後の抱負といえば、

とにかく一歩一歩、着実に前に進ん

で行きたいと思います。先輩隊員に

比べれば、知識も技術も技能もまだ

まだ未熟ですから。音楽隊員として

は、自己満足で終わらないというこ

とを常に念頭に置いていたいですね。

人の望む音楽を優先して提供するこ

と、それが我々に課された任務です。

復興にはこれから先、5年、10年はか

かるでしょう。我々は自分たちで『も

ういいだろう』と判断するのではな

く、要請がある限り、いつまでも全力

で応えていく覚悟です」

　慰問演奏で被災者を励ます音楽隊

だが、集まってくれた子供たちから

逆に元気をもらうことも多いという。

　「ある避難所で小中学校の合唱曲

の 定 番『BELIEVE』を 演 奏 し た と

き、近くの幼稚園の園児たちが一緒

に歌ってくれました。まるで天使の

ような歌声に心が洗われ、被災者の

方々もみんな微笑んでいました。演

奏を終えて帰る我々のバスを、いつ

も大勢の子供たちが敬礼をして見

送ってくれます。最近では、大きく

なったら自衛官になりたいという子

供が増えていると聞きます。こんな

に嬉しいことはありませんね」

（5月15日取材、文責編集部）

▲ 東松島市小野市民センターでの慰問演奏

　ある時、生徒から、「先週、奥様から

先生とは正反対のことを言われたので

すが、いったいどうしたら良いでしょ

うか」と、たずねられた。

　げに、私がこれまで60年近く人生

を共に歩んできた妻ジュリアは、私と

同じピアニストであるという共通項を

除いては、昔も今も、性格から物事の

考え方まで、あらゆる点で私と違って

いる。

　我々はピアノ・デュオの演奏者とし

ても長年共演してきたが、準備段階で

は、解釈の違いをめぐって毎回、まず

喧々諤々の議論になるのが常であっ

た。しかしながら、演奏会や録音の本

番が近づくにつれ、あたかも山の頂上

で、別ルートから来た二人の登山者が

出会うかのごとく、双方の距離が消え

去り、ひとつにまとまるのであった。

タッチも個性も異なるピアニストが、

まるで一人の奏者のように融合する、

こうしたピアノ・デュオの妙について

は、また別の機会に述べるとしよう。

　さて、私と妻それぞれのレッスンを

受けた生徒たちが、時にその違いに当

惑するのも私は承知している。にもか

かわらず、我々がしばしば、それぞれ

の生徒を託し合うのは、そうすること

によって、彼らが目指す頂上を自覚し、

自分のルートを切り開いて行くこと

を、長年の経験で確信しているからに

他ならない。

　ゆえに、冒頭の質問にも、私は淡々

とこう答えたのである。「両方試して

ごらん」

（訳：重松万里子）

コンスタンティン・ガネフ
（本学客員教授）

それぞれの登山ルート
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　今年4月より、本学の客員教授と

して学生の指導にあたっておられる

イーティン先生。ロシアのエカテリ

ンブルクに生まれ、モスクワ音楽院

に学んだロシア・ピアニズムの正統的

な継承者である先生に、幼少の頃の

エピソードや音楽院のこと、そして

ご自身の音楽人生とその中で出会っ

た恩師や仲間についてお話を伺いま

した。今号と次号の2回にわたって

お届けします。なお聞き手は、本学 

福井直昭教授です。

（ 5月13日 インタビュー）

5歳でモーツァルトを演奏

福井　ピアノを始められたのは何歳

頃ですか？

イーティン　実は覚えていないので

す。というよりも正確に言えば、ピ

アノを「弾いていなかった」時のこと

を覚えていません。両親共に音楽家

ではありませんでしたが、家にはピ

アノがありました。そして私はまだ

きちんと歩けなかった頃から、トコ

トコとピアノのところにいって弾い

ていたらしいのです。おもちゃ感覚

でね。

福井　それは凄いですね。そうなる

と1歳くらいですか？ そんな赤ん坊

がどうやって弾いたのでしょう？

イーティン　1歳、あるいは2歳になっ

ていたかもしれませんが…なにしろ

覚えていないもので（笑）。とにかく

ラジオから聴こえる音楽を耳で覚え

て、なんでも弾いていました。5歳く

らいでモーツァルトを弾いていたこ

とは、しっかり覚えています。

福井　楽譜なしで、子どもが独学で

モーツァルトですか？ それはモー

ツァルト並の神童ですね（笑）。

イーティン　少なくともその頃まで

は、全く楽譜を読んだことがありま

せんでした。そして5歳半の時、祖

母にソ連（当時）のスヴェルドロフス

クにあった、才能がある子どもの為

の学校に連れて行かれました。私は

ピアノに関しては自信満々だったの

で、最初のレッスンに行った時の気

持ちを今でも覚えています。「どうし

てわざわざピアノを習いにいくのだ

ろう？」と（笑）。そしていざ先生の

前でピアノを弾いたのですが、彼女

は私の演奏を全く褒めてくれません

でした。その代わりにこう言いまし

た。──「さあ、今から音楽を学びま

しょう」。私はピアノを弾くといつで

も周りから褒められてきたし、なん

といってもピアノを「勉強」したくは

なかったのでかなり憤慨したのです

が…。とにかくこれがその後18歳ま

で習い続けることになる、リトヴィ

ンノヴァ先生との出会いでした。

福井　先生の下、いよいよ楽譜を読

み始めることになるわけですね。

イーティン　勿論当初は苦痛でした。

相変わらず他人が横で弾いているの

を聴けばすぐ弾けたのですが（笑）。

イリヤ・イーティン  Ilya Itin

モスクワ音楽院にてＬ．ナウモフに師事。ウィ

リアム・カペル国際ピアノコンクール第2位、

ロベール・カサドシュ国際ピアノコンクール

第1位、1996年リーズ国際ピアノコンクー

ルにおいて優勝。クリーヴランド管弦楽団、

サンクトペテルブルク・フィルハーモニー交

響楽団、東京交響楽団、ロンドン・フィルハー

モニー管弦楽団等と協演する他、S.ラトル、

N.ヤルヴィ、V.シナイスキー、M.プレトニョ

フなど著名な指揮者と共演。ニューヨーク市

立大学、プリンストンのゴランスキー・イン

スティテュートにて教鞭をとり、ジュリアー

ド音楽院にも度々招かれている。し11年４月

から本学客員教授に着任。

●イリヤ・イーティン教授（ピアノ／本学客員教授）●
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ある時バッハの小品が宿題に出たの

ですが、私は楽譜を見ずに丁度ラジ

オから流れていたものを聴いてマス

ターし、次のレッスンにもっていき

ました。ところが先生は、私の演奏

を聴いて大変驚いた様子でした。

福井　完璧に弾けていたからですか？

イーティン　いや、なんとラジオから

流れていたバッハは、実は録音テー

プの回転数の関係か、半音くらい下

がって放送されていたようで…。私

は全てその通りに弾いてしまったの

です。おかげで楽譜をみなかったこ

とがバレて、先生には怒られました。

福井　失礼ながら、さすが旧ソ連な

らではの出来事ですね（笑）。演奏が

始まった瞬間のリトヴィンノヴァ先

生のお顔が想像されます。さて先ほ

ど13年もの間、先生の下で勉強した

と伺いましたが、どのような事を学

ばれましたか？

イーティン　とにかくどんな曲も完

璧になるまで教えてくださいました。

完璧というのは、「全ての音が明確に

なるまで」という意味です。これは

ロシアの伝統的な流儀でもあります。

自分の弾く音をどのように聴けばよ

いかを教えてくださった先生には、

今でも大変感謝しています。

ナウモフ教授のレッスン

福井　その後モスクワ音楽院に入学

され、“ロシア・ピアノ楽派の領袖”と

の異名を取ったレフ・ナウモフ教授に

師事されました。ナウモフ教授をご

紹介ください。

イーティン　ナウモフ先生は、伝説の

ピアニストであるゲンリフ・ネイガウ

スの高弟として長年後進を指導され

ました。武蔵野に長年いらっしゃる

ガネフ先生ご夫妻も同じネイガウス

門下ですから、ナウモフ先生をよく

ご存知のはずです。ナウモフ先生は、

ネイガウスの息子スタニスラフ（スタ

ニスラフ・ブーニンの父）や、エフゲ

ニー・マリーニンとともに3人でネイ

ガウスの助手を務め、1955年ネイガ

ウスが没するとその後任教授として

迎えられ、没年まで半世紀にわたっ

てモスクワ音楽院で教鞭を執られま

した。

福井　教授のレッスンはいかがでし

たか？

イーティン　実はナウモフ先生に習

い始めた頃は、かなり当惑しました。

と言うのも、先生は私の演奏を聴く

と毎回「OK !」とおっしゃり、特に悪

い箇所や間違いを指摘されなかった

からです。従って先生が私に何を求

めるのかが非常に分かりにくく、ま

た曲を細かく教えてくださるという

よりは、全体の雰囲気や考えるべき

ことの示唆だけをされたため、あと

はそれを成し遂げるために自分自身

で頭を使い練習しなければなりませ

んでした。そういった意味では、入

学前のリトヴィンノヴァ先生のレッ

スンとは180度違っていたと言えま

す。しかも毎回の「OK!」で自信を持

たせておきながら、演奏会前になる

と急に「全く良くない。これは惨事

だ」なんて言われたりして（笑）。し

かし長い月日をかけ先生独特の音

楽に対するイマジネーション、ヴィ

ジョンが理解できるようになってか

らは、私にとって先生のレッスンは

大変充実したものになりました。先

生は作曲家でもありましたから曲の

構造に関しては大変うるさかったの

ですが、先生の分析は無味乾燥とい

うことは全くなく、曲全体をまるで

巨大な建造物の様に示してくださ

いました。また先生は「音楽はいつ

も『生きて』いなくてはならない」と

おっしゃっていました。

同門スルタノフの思い出

福井　ナウモフ教授といえばアンド

レイ・ガブリーロフら実に数多くの有

名なピアニストを育てられましたが、

イーティン先生と同世代では他に誰

がいますか？

イーティン　私の 2 つ下にアレクセ▲ 本学でのレッスン風景

▲ 入間キャンパス

▲ 武蔵野音楽大学江古田キャンパス
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イ・スルタノフがいます。スルタノフ

はご存知の通り、ヴァン・クライバー

ン国際コンクールに19歳で優勝し、

1995年ショパン国際コンクールでは

最高位（1位なしの2位）となり、世界

中の聴衆を虜にしました。その後突

然の病で倒れたあと、必死のリハビ

リで再起をかけましたが、35歳で惜

しくも亡くなりました。我々は一時

同じテキサスに住んだこともありま

す。スルタノフは日本でも大変人気

があったのではないですか？

福井　おっしゃる通りで、私も大好

きなピアニストでした。亡くなった

現在でも多くのファンがいます。

イーティン　門下生に対し家族のよ

うに接してくださったナウモフ先生

は、スルタノフや私をお誕生日にご

自宅に呼んでくださいました。また

先生がドイツでマスターコースを開

いた時は、私とスルタノフは模範演

奏者として同行させて頂きました。

福井　そういった精鋭

たちと共に、モスクワ

音楽院ではまさにロシ

ア・ピアニズムを正統

的に継承したわけです

ね。イーティン先生は

数多くのコンクールに

入賞されましたが、音

楽院在学中のコンクー

ルのご経験をお聞かせ

ください。

イーティン　22歳の時

に、ロシアのラフマニ

ノフ・コンクールで第

2位になりました。ちなみに、この時

2位を分け合ったのがニコライ・ルガ

ンスキー（1994年のチャイコフスキー

国際コンクール1位なしの2位）です。

実はこの時の本選で、生まれて初め

てオーケストラと協奏曲を弾きまし

た。本選に進めるとは思ってもいな

かったし、モスクワ音楽院大ホール

は超満員だったので、大変緊張した

のを覚えています。聴衆から何度も

拍手を受け、大変エキサイティング

でした。

福井　モスクワ音楽院卒業後、いよ

いよ多くの国際コンクールでのご活

躍やそれに伴う本格的な演奏活動が

始まりますが、そのあたりはまた次

号にてお聞かせ頂ければと思います。

　久野久（1886-1925）は日本人初の

ピアニストと言われ、中村紘子氏が著書

『ピアニストという蛮族がいる』（1992）

でその劇的な生涯を紹介して以後、テレ

ビ番組が作られたり、久野久にちなんだ

演奏会が開かれたり、また私家版の伝記

『「熱情」の使徒は二度甦る』（原田稔著）が

出版されたりと、ふたたび光が当てられ

て来ているようです。

　久は、滋賀県膳所町の富裕な商家に生

まれ、足に障害を持ちながらも、15歳に

なってそれまでに学んだ邦楽からピアニ

ストへの道に転向し、東京音楽学校予科

に入学、本科、研究科と研鑽を積み、弱冠

23歳で母校のピアノ科の助教授となり

ます。その後自動車事故で瀕死の重傷を

負いますが、復帰して音楽学校の教授と

なり、1918年に奏楽堂でベートーヴェ

ンのピアノ・ソナタ5曲を演奏するリサイ

タルを開催し、ピアニストとしての名声

を確固たるものにします。1923年には、

人々の期待を担ってヨーロッパに留学し

ますが、25年にウィーンのホテルの屋上

から身を投げ、38年の生涯を閉じまし

た。交通事故以後の神経衰弱が原因とも、

ウィーンで指導を受けたザウアーに酷評

されて絶望したからともいわれています。

　親交のあった彫刻家朝倉文夫がデザイ

ンしたという久の墓は、文京区小石川の

伝通院の墓地の一角にあり、和洋の美し

い調和をみせています。御影石の墓石の

正面には、篆書風の字体で「久野久墓」と

刻まれ、その下の土台部分には竪琴のレ

リーフが彫られています。大きな礎石の

四隅に配された花活けには、色とりどり

の花束が映えるように思います。柵はな

く、解放的な墓域には、色の異なる庭石が

配されています。

　その墓の前に、寺の立てた札を見つけ

ました。墓地継承者の連絡先が不明に

なっているというのです。札の日付は平

成21年3月。洋楽導入期に、ピアノに生

涯をささげて波乱の人生を送った久野久

には、安らかに眠ってほしいと思います。

縁者の方、お弟子さんなどを御存知の方

はいらっしゃらないでしょうか。

薦田治子（本学音楽学教授）
久野久の墓

16

▲ 本学インターナショナル・サマースクールでのピアノ・リサイタル

　（2010年  ベートーヴェンホール）
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　3月11日に発生した東日本大震災後、

卒業式や卒業演奏会などの学事を取り

やめるなど慌しい日々が続きました

が、春の訪れとともに再び、武蔵野音

楽学園の大学、附属高校、3つの幼稚園

に多くの新入生が集い、それぞれ平成

23年度の新学期がスタートしました。

　4月中旬、大学では1年次生のために、

歓迎会が開かれました。先輩たちが企

画したセレモニーや演奏会が入間キャ

ンパス内で行われ、新入生たちは先生

方と歓談したり、新しい仲間とも打ち

解けて、今後の学生生活へ期待を膨ら

ませ、胸を弾ませているようでした。

　高校では、新学期早々、若葉の鮮や

かな入間キャンパスのグラウンドで体

育祭が開催されました。クラス対抗で

行われた各種目、特に団体戦では熱気

あふれる盛り上がりを見せ、仲間との

絆が一層深まりました。また、5月下

旬には、2年生が修学旅行で広島・京都・

大阪を廻りました。厳島神社の舞楽鑑

賞や陶芸絵付け体験、京都での着付け・

長唄三味線・日本舞踊の体験学習、能

楽鑑賞と日本文化の伝統を学び、貴重

な経験がたくさん詰まった4日間にな

りました。一方、1 、3年生の校外学習

が飯能の名栗川上流の山間にある自然

豊かなキャンプ場で行われ、せせらぎ

を聞きながら、飯盒炊さんでそれぞれ

が思い思いのメニューにチャレンジし

て、楽しく過ごしました。

　第一、第二、武蔵野の各幼稚園では、

春の遠足で遊園地や大きな公園に出か

けました。快晴のもとでお友達と一緒

に思いきり走り回り、みんなで仲良く

お弁当を楽しんだり…園児たちの笑顔

がはじける楽しい一日となりました。

日本吹奏楽指導者クリニック

　国内外より吹奏楽の著名な講師やバ

ンドを招き、指導法、コンサート、新

譜紹介など、時代のニーズにあった内

容を展開する「第42回日本吹奏楽指導

者クリニック」（日本バンドクリニック

委員会主催）が、5月13日～ 15日に浜

松市で開催され、本学ウィンドアンサ

ンブルが参加・出演しました。

　20年にわたり本学で指導をしてく

ださっている、本学名誉教授で、日本

バンドクリニックの名誉顧問でもあ

るレイ・E .クレーマー先生の指揮のも

と、1日目はウェルカムコンサートに

出演。世界的なサクソフォーン奏者 

オーティス・マーフィー氏をソリスト

に迎えた、ネルソン作曲「ダンツァ・

カプリッチョ」では、マーフィー氏の

熟練したテクニックと学生たちの溌

剌とした演奏が相俟った協演となり

ました。この他、吹奏楽のオリジナル

作品を中心に武蔵野サウンドを披露

し、クリニックに参加した多くの吹奏

楽関係者から賛辞をいただきました。

続く2日目には、吹奏楽曲の新譜など

を研究する“レパートリー研究講座”

で模範演奏を担当。このクリニック

には全国各地で吹奏楽の指導者や教

員として活躍している本学卒業生た

ちも数多く参加し、母校後輩の演奏や

活躍にエールを送っていました。

オーティス・マーフィー客員教授

サクソフォーン公開レッスン

　米国・インディアナ大学で教鞭を

始まりの季節を飾った春の学園行事

多くの学びを提供した春期公開講座

▲ 新入生歓迎会（大学） ▲ みんなで楽しくお弁当

▲ 本学ウィンドアンサンブル

　 撮影：（株）エーコーフィルムプロダクション

▲ 着物を着て三味線に挑戦（高校修学旅行）
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ケマル・ゲキチ教授

　K.ゲキチ教授は、2006年に「武蔵野

音楽大学インターナショナル・サマー

スクール・イン・トウキョウ」の講師と

して初めて本学に招かれて以来、毎年

本学の客員教授として着任し、指導に

当たっています。

　’62 年クロアチア生まれ。’78 年旧

ユーゴスラビアのノヴィサッド音楽

院でミハイロヴィッチのクラスに入

学。’82年には史上最高得点でディプ

ロマを取得し、直ちにピアノ科の教員

に採用されました。’85年に音楽院の

修士課程を修了。’81年国際リスト・

ピアノコンクール第2位等、多数のコ

ンクールで受賞を重ねました。特に

’85年のショパン国際コンクールで

は、聴衆の圧倒的支持を得て名誉賞受

賞。その後世界各地で活発な演奏活

動を展開し、熱狂的な聴衆の支持を受

けています。その他、幅広いレパート

リーでCD録音も積極的に行い、特に

リストの演奏では第一人者として不

動の地位を築いています。

　去る6月には、今年Ｆ.リスト生誕

200 年に因み、本学ベートーヴェン

ホールで「オール・リスト・プログラ

ム」の演奏会を開催し、絶賛を博しま

した。

　現在、フロリダ国際大学教授。武蔵

野音楽大学客員教授。

【今後の音楽活動】

♦ 10月4日（火）　 リサイタル

  19：00／東京文化会館小ホール　他

　武蔵野音楽大学は、平成23年度か

ら大学別科を開設しました。これは、

幅広い年齢層や異なる経歴、さまざ

まな学修の目的を持つ人たちを受け

入れ、広く学びの場を提供すること

が求められる社会的ニーズに応えた

ものです。

　修業年限は1年で、実技の個人レッ

スン（器楽・声楽・作曲・指揮の4コー

ス）と基礎的な関連科目（音楽理論、

西洋音楽史）を学修し、入学者は正規

の大学生と認められます。

　今年度は、18歳から63歳まで78名

が入学し、それぞれが、さまざまな学

修目標に向け、高い意欲を持って熱

心に励んでいます。

平成23年度別科を開設

執る一方、サクソフォーン奏者とし

て国際的に著名な オーティス・マー

フィー氏の公開レッスンが、江古田

キャンパスで開かれました（5月11日、

通訳：重松万里子）。音の出し方やリー

ドの仕組みなど、基礎から楽曲の表

現方法にいたるまでの多面的な内容

を熱心に解説され、聴講した学生た

ちはこれからの勉学へのさまざまな

課題を手にした有意義な講座となり

ました。

伊原直子女史　声楽公開レッスン

　日本の声楽界の第一人者として名

声を誇る、伊原直子女史の声楽公開

レッスンが 5月25日 江古田キャンパ

スのベートーヴェンホールで開催さ

れました。これまでご自身が培って

こられた豊富な経験と深い音楽性の

もと、呼吸法や歌唱法を受講生それぞ

れの個性に合わせて丁寧に指導され、

会場に詰めかけた音楽を志す学生や

聴衆は、その意義深い講座に真剣に耳

を傾けていました。

▲ 平成23年度　別科入学式

　去る、5月21日、平成22年度武蔵野

音楽大学大学院博士後期課程学位記

授与式が執り行われました。

　この度は、青木知東さん（研究領

域：器楽／レオニード・クロイツァー

の「再現芸術家」論）、中村真由子さ

ん（研究領域：音楽学／近代における

宮内省式部職楽部の研究－組織と活

動）、孫承慧さん（研究領域：音楽教育

／子どもの音楽的創造性の育成に関

する研究）、高橋大海さん（研究領域：

音楽学／ 18世紀前半のフランスにお

けるコンチェルト－ボワモルティエ

の占める位置）の4名が、博士論文の

最終審査で高く評価されて合格し、

「博士」の称号が授与されました。

　今後、それぞれの専門分野で、ます

ますの活躍が期待されます。

平成22年度4名の博士が誕生

▲ 左から高橋大海さん、中村真由子さん

　 青木知東さん、孫承慧さん
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禴ン祲籞䈎籗礥籞穧磦种𥮲ン名 部門 詳細 氏名 学烝籗専攻

第ゲゲ回璈䇮ン穧䈎䅈稕籞ン籗祊穖𥫣璈䈇 籞箼穖窾膅磹稛箛磕䐢璈 祊穟秂箛籞テ璈

第ゲ位入賞𤩍䈎籞竌

ン种筦稛磹ン賞受賞

筈井璈美貴 烋成コケ烝大学卒竨磕𥧔専攻璈本大学院修士課程修了

䅈稛磹ン磾𥖧磹禴ン祲籞䈎籗筿筦ン𥫱ン膅穵磹穙䐢璈竴碻磹窂䈎璈 第コ位入賞 尾形璈大跳 烋成ゲコ烝大学卒竨磕𥧔専攻璈本大学院修士課程修了

コケゲゲ烝璈箵礥䇦䈎穵籗笽箐ン国際音楽禴ン祲籞䈎膅竴箐ン䅈䐢 室内楽部門璈 第コ位入賞

松崎璈智代 烋成コケ烝大学卒祲箐箛窬穖穪専攻

島田璈歩美 烋成コケ烝大学卒竴碻秂穖穪専攻

中島璈朱理 烋成コケ烝大学卒竨磕𥧔専攻

第ゲ回璈秖筦䅏穖笪籗穧磦籗䅈穟竴碻𥧔国際声楽禴ン祲籞䈎璈

膅磹稛箛磕璈筕穖稛秇ン稛窂䅈稛种磕市䐢璈

秖筹禴筕籗𥫣穖チ籞窊

特別賞受賞

稲場璈舞 烋成ゲケ烝大学卒声楽専攻

第コ回璈国際筤ン禕筿筦籞秖种筹ン禴ン祲籞䈎

曨磕ン穪窊礥籗秇箛礐箛𥫣箐磹𥞩杇膅磹稛箛磕䐢

第コ位入賞膅ゲ位𤺋し䐢 浅野璈衣美 烋成コケ烝大学卒竨磕𥧔専攻

烋成コゴ烝度璈文尤庁新進芸術家海外研修制度

研修員膅専門分野：

竨磕𥧔䐢㿉して䆴ン祘

箛籞へ留学

阿久澤璈政行 烋成コケ烝大学卒竨磕𥧔専攻璈本大学院修士課程修了

新国立劇場礥笪箐研修所 第ゲサ期生

合格

膅烋成コゴ烝サ月入所䐢

林膅倉田䐢瞟う子 烋成ゲザ烝大学卒声楽専攻璈本大学院修士課程修了

日浦璈眞矩 烋成コケ烝大学卒声楽専攻璈本大学院修士課程修了

烋成コゴ烝度璈奏楽堂日本歌曲禴ン祲籞䈎

歌唱部門

膅第ココ回䐢

入選 武澤璈佳絵 烋成ゲザ烝大学卒声楽専攻璈本大学院修士課程修了

入選 飯嶋璈幸子 烋成コケ烝大学卒声楽専攻璈本大学院修士課程修了

練馬区籗膅財䐢練馬区文尤振興協会璈璈

第コシ回璈練馬区新人演奏会出演者選考礥籞穧磦种𥮲ン

金管楽器部門璈 優秀賞受賞 橘璈佑梨子 大学サ烝次在学笮䈎ン専攻

筤䇳䆴音楽支援制度璈コケゲゲ烝度璈

音楽活動支援採用

禴ン秇籞穪出演

飯野璈智大 大学ゴ烝次在学打楽器専攻

第コサ回璈礐稛籞窂䈎竨磕𥧔禴ン祲籞䈎 Pデ専門課程部門 第ゲ位入賞 宮﨑璈梨咲

烋成コゴ烝大学卒竨磕𥧔専攻璈本高校卒

本大学院修士課程ゲ烝次在学

第コ回璈秖筦箐籗䄅种筦国際竨磕𥧔禴ン祲籞䈎 一般部門璈 第コ位入賞 鈴木璈梨紗 烋成ココ烝大学卒竨磕𥧔専攻璈本大学院修士課程コ烝次在学

第ゴ回璈竴箵穖种筦磕籞穟磦䅈穪籗禴ン祲籞䈎璈璈

一般磕ン秇ン𥫤䈎

部門

第サ位入賞𤩍竴箐ン

䅈賞受賞

東村璈桃子 烋成コケ烝大学卒竴䈎籞穪専攻璈本大学院修士課程修了

福田璈直子 烋成コケ烝大学卒竴䈎籞穪専攻

梅田璈千鶴 烋成コケ烝大学卒竨磕𥧔専攻璈本大学院修士課程コ烝次在学

第ゲゴ回璈曨万里の長城杯杇国際音楽禴ン祲籞䈎

管楽器部門

大学の部璈

第シ位入賞 根本璈晴佳 大学ゴ烝次在学竴䈎籞穪専攻

打楽器部門

大学の部璈

優秀賞受賞 町田璈志野 大学コ烝次在学䇳箛ン窹専攻

磕ン秇ン𥫤䈎部門

一般の部ヂ

奨励賞受賞

東村璈桃子 烋成コケ烝大学卒竴䈎籞穪専攻璈本大学院修士課程修了

福田璈直子 烋成コケ烝大学卒竴䈎籞穪専攻

梅田璈千鶴 烋成コケ烝大学卒竨磕𥧔専攻璈本大学院修士課程コ烝次在学

竨磕𥧔部門

中学校の部

奨励賞受賞 大久保璈領太 附属江古田音楽教室在室璈山手学院中学校コ烝生

第サ9回璈戻九州芸術祭璈祲箐种穖祲禴ン秇籞穪璈

竨磕𥧔部門

一般の部璈

部門優秀賞受賞 田島璈朋子 烋成ゲシ烝大学卒竨磕𥧔専攻

第ゴ回璈さく瞢音楽禴ン祲籞䈎

竨磕𥧔部門

一般ヂゲ

第ゴ位入賞膅コ位𤺋し䐢 谷地璈紗織 烋成コゲ烝大学卒竨磕𥧔専攻

奨励賞受賞 大友璈藍花

烋成ゲジ烝大学卒竨磕𥧔専攻璈本大学院修士課程修了

本特修科修了

第コザ回璈箵籗䅈𥫣箵ン穧䈎音楽禴ン祲籞䈎璈 室内楽部門璈 審査員賞受賞

東村璈桃子 烋成コケ烝大学卒竴䈎籞穪専攻璈本大学院修士課程修了

福田璈直子 烋成コケ烝大学卒竴䈎籞穪専攻

梅田璈千鶴 烋成コケ烝大学卒竨磕𥧔専攻璈本大学院修士課程コ烝次在学

磕䈎穟箛穖祊しんゆ瞤璈詩㿉歌㿉お話のあ矞禴ン秇籞穪

～𥆩癁籗䀹ちお讃～璈

藤田作曲賞受賞 久保田璈瑛子 本大学院博士課程コ烝次在学

第コ回璈全日本秖筦窊磕籗竨磕𥧔禴ン祲籞䈎

竨磕𥧔籗稊箼部門璈

ッ課程

第サ位入賞膅ゲ位𤺋し䐢 横地璈ちひろ 附属江古田音楽教室在室璈桐蔭学園中学校コ烝生

竨磕𥧔籗稊箼部門璈

テ課程璈

第ゴ位銅賞受賞 超成璈彩乃 附属多摩音楽教室在室璈聖𥞴种箛磕幼稚園在園

栄冠おめでとう！ （コンクール入賞者等） 　（前号までの未掲載分、順不同、敬称略、経歴は受賞時のもの）

平成24年度
入学試験要項請求について

　武蔵野音楽大学音楽学部第1年次、武蔵野音楽大学附属高等学校

の平成24年度入学試験要項は、本学江古田キャンパスで取り扱っ

ています。要項をご希望の方には無料でお送りいたします。本学

ホームページ、携帯サイトの資料請求フォームよりご請求くださ

い。お電話でお申し込みされる場合は、氏名、住所、電話番号お

よび大学、高校の別をお知らせください。なお、夏期受験講習会

受講の方には、講習期間中に配付します。

【お問合せ・請求先】 武蔵野音楽学園広報企画室　

〒176-8521  東京都練馬区羽沢1-13-1

TEL.03-3992-1125（広報企画室直通）

第17回武蔵野音楽大学
インターナショナル・サマースクール
イン・トウキョウ開催中止のお知らせ

　毎年、7月19日から29日まで開催している「武蔵野音楽大学イン

ターナショナル・サマースクール・イン・トウキョウ」ですが、今年

は、この度の東日本大震災の影響により、残念ながら開催を取りや

めることとなりました。この開催中止を受け、招聘予定だった十数

名の教授たちからは、「この度の日本の大災害に対して心からお見

舞い申し上げます。日本は必ず復興を遂げると信じています。今

回、日本に行けないことをとても残念に思いますが、次の機会に

は是非武蔵野に伺いたいです」との温かい言葉をいただきました。

平成23年度

同窓会全国総会のお知らせ

平成23年度武蔵野音楽大学同窓会全国総会は、来る8月5日（金）午後6時より、

東京都「リーガロイヤルホテル東京」にて開催いたします。お誘いあわせの上、

ぜひご来会ください。
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平成23年度7月〜9月公開講座・演奏会のお知らせ

武蔵野音楽大学室内管弦楽団演奏会  7月 1日金 18：30 ベートーヴェンホール（江古田） ￥1,000〈全席自由〉
　指揮＝クルト・グントナー　クラリネット独奏＝平田彩圭（大学院修士課程1年）

　曲目＝モーツァルト：クラリネット協奏曲 イ長調 K.622 、ハイドン：交響曲 第91番 変ホ長調　他

天羽明惠　ソプラノ・リサイタル 7月 5日火 18：30 ベートーヴェンホール（江古田） ￥1,000〈全席自由〉
　ピアノ＝子安ゆかり

　曲目＝R.シュトラウス：C.ブレンターノの詩による6つの歌曲 Op.68 より、ヴォルフ：メーリケ歌曲集 より、ミヨー：4つのロンサールの歌　他

ヴィルフリート・シュトレーレ（Va.）　公開レッスン＆コンサート　※都合により中止となりました。  
　ピアノ＝小池ちとせ 7月 9日土 17：00 447室（江古田） ￥1,000〈全席自由〉

武蔵野音楽大学ウィンドアンサンブル演奏会  7月11日月 18：30 京都会館 第一ホール 一般￥1,500/小中高￥1,000〈全席自由〉
　指揮＝レイ・E.クレーマー  7月12日火 18：30 愛知県芸術劇場 コンサートホール
　曲目＝P.A.グレインジャー：リンカンシャーの花束   一般￥1,500/小中高￥1,000〈全席自由〉
　　　　F.ティケリ：エンジェルズ・イン・ジ・アーキテクチャー 7月15日金 18：30 東京オペラシティ コンサートホール ￥1,500〈全席指定〉
　　　　2011年度全日本吹奏楽コンクール課題曲より　他 （7/15 東京公演の収益金は、東日本大震災義援金として日本赤十字社へ寄託します。）  

武蔵野音楽大学管弦楽団演奏会  9月 4日日 15：00 川越市市民会館 一般￥1,500/小中高￥1,000〈全席自由〉
　指揮＝カールマン・ベルケシュ  9月 9日金 19：00 東京オペラシティ コンサートホール ￥1,500〈全席指定〉
　ピアノ独奏＝奥村奈 （々大学3年）／ 9月9日、11日 9月11日日 15：00 帯広市民文化ホール 大ホール
　　　　　　　岩永圭司（大学院修士課程1年）／ 9月4日、13日   一般￥1,500/小中高￥1,000〈全席自由〉
　曲目＝グリンカ：≪ルスランとリュドミラ≫序曲  9月13日火 18：30 旭川市民文化会館 大ホール
　　　　グリーグ：ピアノ協奏曲 イ短調 Op.16 、ブラームス：交響曲 第2番 ニ長調 Op.73 一般￥1,500/小中高￥1,000〈全席自由〉

武蔵野音楽大学室内合唱団演奏会 9月29日木 18：30 ベートーヴェンホール（江古田） ￥1,000〈全席自由〉
　指揮＝栗山文昭　曲目＝三善晃編曲：「唱歌の四季」、J.S.バッハ：カンタータ《キリストは死の絆につかせたまえり》  BWV4　他

武蔵野音楽大学附属高等学校音楽科　在校生と新卒業生によるコンサート
　※お問合せ＝武蔵野音楽大学附属高等学校 9月30日金 18：30 王子ホール ￥2,000〈全席自由〉
　　　　　　　 TEL.04-2932-3063

お問合せ　●武蔵野音楽大学江古田キャンパス演奏部　TEL.03-3992-1120　●武蔵野音楽大学入間キャンパス演奏部　TEL.04-2932-3108

※講師の病気、その他やむを得ない事情により、出演者・曲目等を変更する場合もありますので、あらかじめご了承ください。

※チケットは武蔵野音楽大学ホームページ hががp://www.mきかaかhino-mきかic.ac.jp/ でも予約ができます。

編 集

後 記

　指揮者ズービン・メータの言葉「平和は音楽の

中にこそある。苦しむ人たちの前で音楽を奏でる

ために、私たち音楽家がいる」（4月18日、朝日新

聞夕刊）。東日本大震災の被災地、避難所に流れ

るメロディーが、被災者を癒し、励まし、力づけ

ている。武蔵野の先輩、仙台フィルの戸田さんも

自衛隊音楽隊の民里さんも、人が人らしくある

ために音楽は必要だとおっしゃいます。そんな

素晴らしい音楽を学ぶことの意味と喜びを、

あらためて考えてみたいものです（編）。

平成23年度 武蔵野音楽大学・武蔵野音楽大学附属高等学校  夏期講習会のお知らせ

講習会名 実施期間 申込受付期間 会場

音楽大学受験講習会
第1期　7月28日〜7月31日 7 月   1 日〜 7 月 14 日（消印） 江古田キャンパス

第2期　8月 2日〜8月 5日 7 月   1 日〜 7 月 16 日（消印）
入間キャンパス

高校音楽科受験講習会 8月 2日〜8月 4日 7 月   1 日〜 7 月 16 日（消印）

免許法認定講習 7月25日〜8月 5日 7 月   1 日〜 7 月 14 日（消印）
江古田キャンパス

社会人のための夏期研修講座 ※ 7月22日〜7月24日 6 月 27 日〜 7 月 11 日（消印）

※社会人のための夏期研修講座は、下記の Ⅰ・Ⅱ  より各1講座、Ⅲ  より2講座を選択します。

●中学生・高校生のためのピアノ指導法　●声楽指導法（ドイツ・リートの歌唱法、英語歌唱法、発声技術の効果的な指導法）

●編曲法の実際（ピアノ曲を吹奏楽に編曲するための基礎知識）　●音楽科指導の実際（中学校を中心とした学習指導要領の理解と指導）

●小学生のためのピアノ指導法　●器楽合奏（打楽器の基礎的な奏法と指導法）　●ソルフェージュ（音楽能力を育てる具体的な方法）

●教材研究（ソナチネやワルツなどのピアノ作品）

● 合唱指導　●講話（カストラートの歴史や特徴、バロック時代の舞踏や舞曲について）   ●カール・オルフの音楽教育

●個人レッスン（ピアノ、フルート、リコーダー、声楽のうちから１種類を選択）

●パイプオルガンのたのしみ「モーツァルトホールのパイプオルガンの魅力」　●音楽療法入門　●楽器学入門（金管楽器の歴史）

※上記の他に行われる演奏会は、受講者全員を対象としています。

◎実施日程、会場が昨年と変更となっている講習会があります。詳細は要項でご確認ください。

◎講習会要項の請求は、武蔵野音楽学園広報企画室　（TEL.03-3992-1125）またはホームページ、携帯サイトにてお申し込みください。

　（要項は無料、郵送料は学園が負担します）  ホームページ：hががp://www.mきかaかhino-mきかic.ac.jp/　携帯サイト：hががp://mきかaon.jp/

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ



武蔵野音楽大学楽器博物館だより──

　マホラトゥックは、タイにおける「銅鼓」の呼称で

ある。銅鼓は中国南部から東南アジアにかけて広く使

われる青銅製の太鼓で、その起源は紀元前にまで遡る。

この楽器が他の楽器と異なるのは、その研究がもっぱ

ら考古学的観点によりなされてきたところにある。

　銅鼓は古いもので紀元前400年頃からその用例が

見られる。最初の研究はドイツのマイヤーによるもの

で、彼は1884年に『東インド諸島からの古代遺物』を

発表し、その中で52点の銅鼓を取り上げた。その後、

1902年にウィーンのヘーガーは165点の銅鼓を大き

く4つのタイプに分類し、この分類を皮切りに銅鼓の

歴史研究が世界各国で始まった。銅鼓に刻まれた太陽

紋や鳥紋などの具象紋、菱形や円形などの幾何学紋、

さらに接着された蛙や象などの立体像などは、地域と

製作年により特徴が異なる。そのため、この楽器の分

類と編年の作業が、東南アジアの青銅器文化解明の有

力な手掛かりとなった。銅鼓を通して、この地域の考

古学資料に地域と実年代を特定できるからである。

　銅鼓は現在でも儀器として新築、葬儀、治療の儀式

などで使われている。演奏に際しては、鼓面が横を向

くように紐で吊しバチで打奏する。この楽器は聖なる

楽器として

精霊が宿ると

考えられてお

り、そのため

に精霊を起こ

さないように

普段は日常空

間から離して

保管され、し

ばしばその使

用に先立ち供

養の儀式が行

われる。写真

の楽器はヘー

ガー分類第Ⅲ式に属す典型的な

タイの銅鼓で、17～ 8世紀のも

のをモデルにした20世紀の複製

品である。鼓面の4箇所に置か

れた蛙の立体像（写真）からは、

この楽器と雨乞いの儀式との関

連を窺うことができ、さまざまな儀式に使用されてき

た銅鼓の歴史を物語る資料といえよう。

（武蔵野音楽大学楽器博物館所蔵）

マホラトゥック  タイ　直径54cm

携帯サイト
http://musaon.jp/

江古田キャンパス	 ●〒176-8521 東京都練馬区羽沢1丁目13-1

 TEL.03-3992-1121（代表）

入間キャンパス	 ●〒358-8521 埼玉県入間市中神728

 TEL.04-2932-2111（代表）

パルナソス多摩	 ●〒206-0033 東京都多摩市落合5-7-1

 TEL.042-389-0711（代表）

http://www.musashino-music.ac.jp/
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